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特 集特 集 しのびよるダニ類媒介感染症

マダニ類

マダニ類は、ダニ類のなかではきわめて
大型で、しかも致死的な感染症をも媒介す
るため、知名度が非常に高い。そんなマダ
ニ類ではあるが、かつて我が国では野兎病
を媒介することが知られていた程度であっ
た。つまり、日本ではマダニ類が様々な感
染症を媒介するとは考えられてなかったの
である。ところが、多くの研究者の努力の
結果、1980年代以降、様々なマダニ媒介感
染症が日本国内で確認され、今日ではマダ
ニ類が医学的にも非常に注目されている。
それにともなって研究者の数も増加傾向に
ある。

ここでは、日本産マダニ類約50種のうち
感染症媒介種として重要性の高いタカサゴ
キララマダニ、フタトゲチマダニ、ヤマト
マダニについて解説する。

タカサゴキララマダニ 
Amblyomma testudinarium（写真１）

形態・生態
キララマダニ属の種であるため、成虫の

口器は細長く、眼と花彩を持つ。日本最 
大のマダニ種の一つであり、吸血して膨ら
んだ雌成虫では体長が20㎜を超える場合も

ある。若虫も大きく、吸血すると他種の成
虫と同じくらいの大きさになる。日本には
キララマダニ属が３種（タカサゴキララマ
ダニ、カメキララマダニ、ウミヘビキララ
マダニ）分布するが、本州～九州本土で普
通に見られるのはタカサゴキララマダニの
みである。タカサゴキララマダニの外観は
一見するとヒゲナガチマダニの雌成虫に似
ている。しかし、ヒゲナガチマダニと異な
り、本種には眼がある（キララマダニ属の
特徴）ため、識別は容易である。

本種の幼虫、若虫、成虫は、地表で宿主
動物を待伏せするため、旗振り法で採集で
きる。なお、待伏せをして宿主に寄生する
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だけでなく、狩りもする。つまり、潜伏場
所から宿主へ向かって素早く歩行し、食い
つくのである。そのため、本種の歩行速度
は、他のマダニ種と比べて明らかに速い。
宿主動物

成虫はイノシシなどの大型哺乳類、及び
中型哺乳類に寄生する。とりわけイノシシ
との関係は強く、イノシシが分布する地域
には必ず本種が分布すると言ってよいほど
である。幼虫と若虫は、鳥類や爬虫類を含
む中・小型動物へ寄生する。日本国内では
鳥類寄生マダニ類の調査が多数行われてい
るにもかかわらず、本種が鳥類から採集さ
れた記録は非常に少ない（山内，2001）。
そのため、本種は鳥類に好んで寄生するわ
けではないと考えられる。一方、ヘビ類に
はよく寄生する（Takahashi et al., 2012な
ど）。両生類からの採集記録も知られてい
るが、例外的な記録だと考えられる。
地理的分布

南方系の種で、日本国内では東北地方～
南西諸島に分布する。近年、本種の国内の
分布域が拡大しつつあり、北陸地方、関東
地方北部、房総半島南部のようにこれまで
本種がみられなかった地域での定着が報告
されている（Shimada et al., 2022など）。
こうした本種の分布拡大には、イノシシの
増加や分布拡大が関係していると考えられ
る。北海道北東部の斜里町で捕獲されたヒ
グマからタカサゴキララマダニの雌成虫が
報 告 さ れ て い る の だ が（Nakao et al., 
2021）、寒冷な北海道に南方系の本種が定
着できるのかは不明である。
人体寄生・感染症

本種は、国内のイノシシ分布域における
代表的な人体寄生種である。とりわけ本種
の若虫による被害が多い。寄生する部位に
特徴があり、人体の下半身への寄生例が多
い。そして、下半身のなかでも生殖器や肛
門付近などの陰湿部を好む傾向がある。本
種に寄生された後、寄生部位の周囲にライ

ム病に類似した直径50㎜を超える遊走性紅
斑が生じる場合が多い。しかし、これはラ
イム病とは異なるもので、TARI（tick‒
associated rash illness）と呼ばれる（夏秋
ほか，2013）。

若虫の寄生期間は他種とそれほど変わら
ないが、雌成虫では寄生期間が長い場合が
多く、１ヶ月以上も食いついたままであっ
たという記録もある。本種は寄生期間中で
ないと雌雄が交接できないが、雌雄が同時
に人体に寄生することは稀であるため、人
体に寄生した雌成虫は雄成虫を長期間待ち
続けることになるからである。

もともと本種は西日本の暖地における主
要な人体寄生種であったが（山口, 1994）、
近年、栃木県南部、富山県、岐阜県などで
も刺症の報告が増加しており（島田ら, 
2023ほか）、上述した本種の分布拡大の結
果であると考えられる。

本 種 が 重 症 熱 性 血 小 板 減 少 症 候 群
（SFTS）ウイルスを媒介する可能性が指摘
されており、注目されている。なお、本種
は紅斑熱群リケッチアであるRickettsia 
tamurae を特異的かつ高率に保有するが

（Fujita et al., 1996）、R. tamuraeは弱毒型
であると推定されている。

フタトゲチマダニ  
Haemaphysalis longicornis（写真２）

形態・生態
チマダニ属の種であるため、成虫の口器

は短く、眼を欠き、花彩を持つ。日本では、
かつてフタトゲチマダニの学名として
Haemaphysalis bispinosaが用いられた。そ
して、bispinosaという種小名にちなんで和
名もフタトゲチマダニとなった。ちなみに
本当のH. bispinosaは日本には分布せず、
南アジアなどに分布する。

フタトゲチマダニには、単為生殖系統（全
国的に分布）と両性生殖系統（主として西
日本、朝鮮半島南部、ロシア南部に分布）
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の互いに交雑できない２系統が存在する
（Oliver et al., 1973）。単為生殖系統の染色
体は３倍体で、基本的に雌しか存在せず、
単為生殖で増殖する。そのため、個体数が
爆発的に増加すると考えられる。一方、両
性生殖系統の染色体は２倍体で、雄と雌が
存在し、両性生殖（有性生殖）で増える。
単為生殖系統の雌成虫は両性生殖系統より
も大きな卵を産み、そこから大型の幼虫が
孵化する。単為生殖系統は両性生殖系統に
比べて各発育ステージともわずかに大型で
あり、発育期間、温度に対する抵抗性など
にも明らかな差が認められる（Fujisaki et 
al., 1976）。 

本種は、著名な畜産害虫であり、放牧地
に生息する。また、ニホンジカが多い地域
にも多産する。本種の単為生殖系統は、都
市部においてもイヌなどを宿主として定着
可能である。

本種は放牧牛のピロプラズマ病を媒介す
る畜産害虫である。そして、幼虫、若虫、
成虫を旗振り法で採集できるため野外生態
を調査しやすい。そのため、本種の生態は
詳しく調べられている。

フタトゲチマダニの季節消長に関する報
告は多く、おおむね春は若虫の、夏は成虫
の、秋は幼虫の活動のピークとなる（藤本
ほか，1987；柴田ほか，2020）。ただし、
若虫で越冬した個体と成虫で越冬した個体
では産卵時期に大きなずれが生じ（前者の
産卵時期は７月末～８月初旬、後者は５月
末～６月初旬）、そのため同じ時期にも複
数の発育ステージが存在することとなる

（吉田，1975）。
フタトゲチマダニは、短日条件（野外で

は晩秋～早春に相当）では休眠による静止
状態となるため、冬眠によって越冬すると
考えられている（吉田, 1975; 藤本，2001）。
積雪のある放牧草地における調査で、越冬
中の幼虫、若虫、成虫が、土壌中から越冬
期間を通じて定期的に採集され、さらに初

春にも旗振り法で幼虫、若虫、成虫が採集
されたことから、冬季にはこれらの発育ス
テージで地中に生存することが確認された

（伊戸ほか，1983）。 
上にも述べたように秋は幼虫の活動の

ピークである。近木（1976）によると、10
月末までに採集された飽血幼虫は11月中に
は若虫になってしまうとのことである。し
たがって、越冬に入る段階で幼虫の多くが
脱皮して若虫となっており（近木，1976）、
これら多数の若虫が越冬するため春に若虫
の活動のピークが生じるものと推測され
る。
宿主動物

ウシやニホンジカなどの大型哺乳類、中
型哺乳類に寄生する。鳥類（スズメ目）へ
の寄生記録も知られているが、珍しい記録
である。ネズミ類などの小型哺乳類にもほ
とんど寄生しない。
地理的分布

日本国内では、北海道から南西諸島にか
けて広く分布する。現在オーストラリアに
分布する本種（単為生殖系統）は、19世紀
にウシに寄生したまま日本から導入された
と推定されており、その後、ニュージーラ
ンドや太平洋上の小島にまでウシとともに
分 布 域 を 拡 大 し た（Hoogstraal et al., 
1968）。米国でも近年になって本種の定着

花彩

口器

写真２　フタトゲチマダニ雌成虫
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が確認されており、分布は現在も拡大しつ
つある。このように、単為生殖系統は宿主
であるウシの移動によって世界的に分布を
拡大している。
人体寄生・感染症

西日本における主要な人体寄生種である
（山口，1994）。牧野環境に多く、放牧牛の
ピロプラズマ病、犬のバベシア症の病原体
を媒介する。日本紅斑熱リケッチアや
SFTSウイルスを媒介する可能性も指摘さ
れている。 

ヤマトマダニ Ixodes ovatus（写真３）
形態・生態

マダニ属の種であるため、雌成虫の口器
は細長く、眼と花彩を持たない。日本には
類似種が分布しないため、種同定は容易で
ある。本種の成虫は旗振り法で採集できる
が、幼虫と若虫は旗振り法で採集できない。
本種の幼虫と若虫の生態は詳しく調べられ
ていないが、少なくとも地表で宿主動物を
待伏せしないことは確かである。本州の温
暖な地域では成虫が２～９月に活動する
が、寒冷な北海道では活動開始が５月以降
にずれ、活動終了も早まる。
宿主動物

本種の幼虫と若虫は穴居性の強い小型哺
乳類（ネズミ類など）によく寄生しており、

成虫は地上性の中・大型哺乳類に寄生する。
鳥類ではヤマドリとシジュウカラからも記
録されているが（山内，2001）、例外的な
寄生例だと考えられる。
地理的分布

日本国内では、北海道～屋久島に分布す
る。ヤマトマダニという和名ではあるが、
日本特産種ではなく、ユーラシア大陸のア
ジア地域に広く分布する。
人体寄生・感染症

本種による人体寄生例は、日本のマダニ
類のなかで最多で、特に東日本での被害が
多い。雌成虫による刺症が圧倒的に多く、
雄成虫による刺症は少ない。幼虫と若虫は、
そもそも地表に出てこないので人との接触
機会がない。寄生部位にも特徴があり、顔
面、特に眼瞼を選択して吸血する傾向がみ
られる。

北海道において致死率の高いダニ媒介性
脳炎ウイルスを媒介する（Takeda et al., 
1998）。さらに、北海道ではエゾウイルス
感染症のウイルスゲノムRNA が本種から
検出された（Kodama et al., 2021）。また、
古くから野兎病菌の媒介可能性が指摘され
てきた。

ツツガムシ類（写真４）
我が国では、古くからツツガムシ病の患

者が多数発生し、致死率も高かった。その
ため、ツツガムシ類の知名度も高いのだが、
ツツガムシ類の実物を見たことがある人は
多くないだろう。著者自身、ツツガムシ類
を実際に見たのは衛生研究所に就職して仕
事として扱うようになってからである。野
外でネズミ類を捕獲し、その耳を調べると、
鮮やかな色をしたツツガムシ類の幼虫が吸
着していた。また、ネズミ類の死体を吊り
下げておくと、他の外部寄生虫と共にツツ
ガムシ類も落下するので、容易に集めるこ
とができた。

ちなみに、現在もツツガムシ病の患者が

口器

写真３　ヤマトマダニ雌成虫
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国内で発生し続けており、ツツガムシ研究
の重要性は高いのだが、ダニ自体の専門家
の数は非常に少ない。

日本産ツツガムシ類約140種のうち、現在、
感染症媒介種として重要性が高いのはタテ
ツツガムシLeptotrombidium scutellareやフ
トゲツツガムシLeptotrombidium pallidum
などである。
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